
















 1994 年に制定され、2004 年に改正されたフランスの生命倫理法は、新たな改正の時期
を迎え、2010 年 10 月 20 日、作業グループによる改正案が内閣に提出された。今回の改
正は、2004 年の改正で ES 細胞研究に関する規定が検討課題になったことを受けて、代理
母や着床前診断、遺伝子診断など、生殖補助医療と遺伝情報に関する医療の規制を中心に
検討が重ねられている。 
 そこで、2009 年 9 月、玉井真理子・信州大学医学部保健学科准教授とともにフランス
における遺伝相談の実際についての聞き取り調査を行った。主な訪問先は次の通りである。 
 
 －トゥールーズ第三大学医学部／INSERM Unité 563、A.Duguet 教授らの研究グルー
プ  
 －トゥールーズ第三大学医学部付属 Purpan 病院、P. Calvas 教授、遺伝カウンセラーの
L. Monteil 氏をはじめとするチーム  
 －パリ控訴院、Ch.Byk 判事 
 －国立保健医学研究所（INSERM）、H.Chneiweiss 教授 
 －Pitié-Salpétriére 病院；Groupement Hospitalier Universitaire Est、A. Durr 医師、




を医療過誤であるとして医師と検査会社を訴えた裁判と、この裁判の 2000 年 11 月 1 日付













































養成課程コースそのものは、フランスの学制では、修士 1 年（M1、以前の  1 年制の修
士課程 maîtrise に相当）、修士 2 年（M2、以前の博士論文準備課程 DEA に相当）の 2 年
間だが、案内を見ると、M2 に編入することも可能のようである。ECTS（European Credit 
Transfer System）によって規定された単位（M1 では必須科目 Tronc commun 6 科目をそ
れぞれ 6 単位、実習 5 週間 9 単位、選択科目 1 科目 6 単位、または 2 科目と 1/2 科目 6 単
位／M2 では必須科目 3 科目各 6 単位、実習 8 週 12 単位、選択科目 9 単位）を取得する。





ところで、遺伝カウンセラーは、公衆衛生法典 L1132-1 条（2004 年 8 月 9 日法 2004-806
号）によって創設された医療専門職であり、2007 年 10 月 5 日付デクレ 2007-1429 号がそ
の資格と職業義務を定めている。そして、2008 年 4 月 17 日付官報記載の 2008 年 4 月 10
日付アレテでは、遺伝カウンセラーになるためにはマスターコースを修了することが義務
づけられ、エクス＝マルセイユ大学でのディプロムが遺伝カウンセラーの資格となること
も明記された。Monteil 氏によれば、2009 年 9 月の時点で、フランスでは 45 人の遺伝カ
ウンセラーがポストを得ている。  






















 現在、フランスには二通りの中絶の可能要件がある。12 週最終日（産科医療での 14 週）















に置かれるとのことである。また、トゥールーズに関しては、1 週間に 1 回、開催され、








－国家倫理諮問委員会（Comité Consultatif National d ’Ethique:CCNE） 
1983年、F.Mitterand大統領のもと、最初の体外受精児 Amandineの出生後に設置され、
1994 年の生命倫理法において、首相府が管轄する機関として明記された。  
－各種機関に設置された倫理委員会 
国立衛生医学研究所（Institut National de la Santé et de la Recherche Médical : 
INSERM） 
国立科学研究所（Centre National de la Recherche Scientifique: CNRS） 
国立農業研究所（Institut National de la recherche agronomique: INRA） 
これらの研究機関がそれぞれの倫理委員会を設置。  
－倫理コーナー（Espaces Ethiques） 
 1995 年、Alain Cordier、Emmanuel Hirsch、Didier Sicard がパリ病院群のなかに設
置したのがはじまり。特に役割があるわけではないが、2004 年 8 月 6 日法（改正され
た生命倫理法）により、地方ごとの設置が可能となったため、Jean-François Mattei と
Pierre le Coz によって南部地方に広まった。  




















Téléthon とは、毎年 12 月にフランス全土で開催される啓発運動・募金運動である。嚢
胞性線維症の患者と親の会である「フランス・ミオパチー克服団体」（ l'Association 
Française contre les Myopathies: AFM）が主催し、マスメディアとタイアップすること
で寄せられた巨額の募金を、疾病研究等の研究資金として提供するイベントである。 



































































































(Agence de la Biomédecine, Bilan des activités de procréation et génétique humain 
en France 2007 より） 
 14 週まで 15-21 週 22-27 週 27-31 週 32 週以降 計 
染色体異常の兆候  
数 679 1241 451 106 69 2546 
染色体異常の割合  26.7 48.7 17.7 4.2 2.7 38.3 
遺伝の兆候 
数 167 148 75 26 28 444 
遺伝異常の割合  37.6 33.3 16.9 5.9 6.3 6.7 
感染の兆候 
数 6 18 20 11 17 72 
 77 
感染の兆候の割合  8.3 25.0 27.8 15.3 23.6 1.1 
奇形あるいは奇形を引き起こす兆候  
数 539 650 1034 260 306 2789 
奇形の兆候の割合  19.3 23.3 37.1 9.3 11.0 42.0 
胎児に由来する他の兆候 
数 56 265 226 39 35 621 
割合 9.0 42.7 36.4 6.3 5.6 9.3 
母体 
数 49 67 48 3 2 170 
割合 28.8 39.4 28.2 1.8 1.2 2.6 













よび生物医学に関する条約：オヴィエド条約、1997 年 4 月 4 日採択） 
第 10 条 全ての人間は、自分の健康についての情報に関して、私的生活の尊重の権利
を有する。あらゆる人間は、自分の健康について収集されたあらゆる情報を知る権利を
有する。なお、知らされないことを求めるその人の意志は、尊重される。  
第 11 条 人に対して行われる遺伝形質を理由とする差別は、禁止される。  




4  2009 年 5 月 14 日に行われた Nelly PASZ と Sophie Deveaux による報告資料より。な
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